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2022年2月に発行しました「外国人材活用特集①」では、外国人材が活躍している先進企業の

取組みについてご紹介しました。 

本号では、信金中金の業務提携先であるベトナムの大手送出機関「Esuhai Co.,Ltd」（以下、

「エスハイ」）の取組みのほか、エスハイとの連携により開催した「若手ベトナム人技術者採用

検討企業向け個別相談会」をきっかけとして、外国人材の採用を決定した企業にヒアリングを実

施しましたのでご紹介します。 

 

１．エスハイ担当者へのインタビュー 

(1) 「若手ベトナム人技術者採用検討企業向け個別相談会」の振り返り 

エスハイでは、信金中金との連携により、2021 年 6 月から 7 月にかけて、「若手ベトナム

人技術者採用検討企業向け個別相談会」を実施し、信用金庫お取引先 33 社にご参加いただ

き、うち４社が採用を決定しました。 

個別相談会にご参加いただいた企業には、ベトナム人材をすでに雇用している先も多く、

ベトナム人の特徴など、ある程度イメージを持っている企業も多く見られました。 

そのため、日本語レベルや技術の習熟度など、求めているレベルも高度でした。また、人

材不足の解消目的ではなく、企業としてきちんと人材を育成し、10 年～15 年後に自社のリ

ーダーとなる人材を求めている会社も多数ありました。 

また、技能実習生を既に雇用している企業では、建設業を中心によりレベルの高い人材を

採用したいとの声も寄られました。雇用している技能実習生の技術や能力は高いものの、日

本語力が弱いとの意見もありましたが、このような企業には、エスハイの強みである高い日

本語教育を受けた人材を紹介できます。 

 

個別相談会においては、普段から信頼のある信用金庫の担当者様に同席頂いた事で、初め

て外国人採用を検討している企業も身構えずに説明を聞く事ができたようであり、引き続き

信用金庫・信金中金との連携が大切であると考えています。 

面談を進める中で、業務内容から技術者での採用はできない企業があった一方、情報提供

時には技能実習生としての採用しかできないと見込まれていた企業でも、技術者の説明をし

たことで、選択肢を増やすことが出来たという良い事例も生まれました。 

 

 

(2) 日本への入国準備を行っている学生の状況について 

 エスハイでは、コロナ禍において日本への渡航が難しい状況が続いていましたが、継続的

に学生募集を行っており、対面でのセミナーのほか、ウェビナーやライブストリームを通じ

て募集活動を行い、現在も多くの学生が日本語学校に在籍しています。 

 

 

 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

 続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_02/spjinzai.pdf

